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事業報告書 

 

１．事業の経過及び成果 

  令和３年度は、事業開始２年度目であり、東広島市が策定した「環境」をキーワードに持続

的な社会の構築を目指す「東広島市環境先進都市ビジョン」の実現に向けて、電力事業やＥＳ

ＣＯ事業等を実施することにより、再生可能エネルギーの利用促進、エネルギーの地産地消な

どに向けた取組みを進めました。 

  電力事業については、令和３年１１月末に東広島市と現契約事業者との高圧電力に係る需給

契約期間が満了（一部は令和４年３月又は４月に満了）する８５施設のうち、当社の電気料金

が現契約事業者よりも安価又は同等となると見込んだ（試算した）６１施設（うち令和３年度

中の供給開始５７施設、令和４年４月供給開始４施設）について、当社へ契約を切替すること

とし、順次供給を開始しました。 

  ＥＳＣＯ事業については、環境省の「令和３年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（地

域レジリエンス・脱炭素化を同時実現する避難施設等への自立・分散型エネルギー設備等導入

推進事業）」を活用し、安芸津中学校体育館の空調設備等を改修しました。設備工事は令和３

年１２月２７日に完了し、令和４年１月５日から新設備で稼働を開始しました。 

なお、安芸津Ｂ＆Ｇ海洋センターの木質バイオマスボイラーについては、引き続き関係機関

等とともに、事業化に向けて燃料チップの規格調整等サプライチェーンの構築など、バイオマ

スボイラー導入に関する検討・調整を実施していくこととしております。 

市内の固定価格買取制度（ＦＩＴ）の買取期限後の家庭用太陽光発電などの再生可能エネル

ギーの買電につきましては、これまで電力の需給バランスや、顧客対応業務等の委託先や費用

面の課題があり、事業開始に至っておりませんでしたが、令和３年１２月から高圧電力の供給

開始し、取り扱う電力量が増えたことにより、一定程度の卒ＦＩＴ電力の買い取りと、ふるさ

と納税と類似したスキームで卒ＦＩＴ電力の寄付を仲介するウェブ上のサイトを活用した買

取スキームの活用による顧客対応等に一定の方向性を見出すことができ、令和４年度の早期の

実施に向けた準備を行いました。 

地域還元事業については、「東広島市環境先進都市ビジョン第二期行動計画」の取組みに資

する内容を基本としつつ、市や各種団体等の企画・実施するイベントや啓発活動（各種講演会

や研修会等）、地域の課題解決に向けた活動などに対する協賛や支援を行うこととしておりま

す。その一環として、行政、市内事業者、市民活動団体など官民により構成する実行委員会が

中心となり、市民・事業者等が広く環境の保全についての関心と理解を深め、環境問題への意

識の高揚を図ることを目的として開催された「ひがしひろしま環境フェア２０２１」について

開催趣旨に賛同し、当フェアをより魅力的で充実したものとするため、当フェアへ協賛金を拠

出いたしました。 

  

-2-



 

（１）各事業の詳細 

① 市有施設への売電について 

  令和２年７月１日以降、市有施設２１７件（（低圧１６０件、高圧５７件）令和４年３

月３１日時点の契約件数）に対して電力供給を行っております。 

 

  令和３年度の売上高等                           

販売電力量 ４，３７３，３８７kWh/年度 ３６４，４４９kWh/月 

収益 電気料金 １２０，９３６千円 

費用 電力購入費・再エネ賦課金等 １１９，７２３千円 

損益 １，２１３千円 

 

② ＥＳＣＯ事業について 

    事業名：安芸津中学校体育館空調設備等整備運営事業 

    事業費：設備更新事業費 ９９，５１５千円（ひろぎんリース株式会社施工） 

国庫補助金   ３７，５７３千円 

 

    ＥＳＣＯ事業契約の締結状況（令和３年度締結分）：次表のとおり 

契約名 契約の相手方 契約日 契約金額 

安芸津中学校体育館空調及び太

陽光発電設備整備運営事業 

（ＥＳＣＯ事業）業務委託契約 

東広島市 令和 3年 10月 12日 （限度額） 

99,929,520円 

安芸津中学校体育館空調及び太

陽光発電設備整備運営事業 

（ＥＳＣＯ事業）の設備リース契

約 

ひろぎん 

リース 

株式会社 

令和 3年 10月 12日 76,560,000円 

安芸津中学校体育館空調及び太

陽光発電設備整備運営事業 

（ＥＳＣＯ事業）業務再委託契約 

広島ガス 

株式会社 

令和 3年 12月 17日 （限度額） 

18,166,080円 

 

令和３年度の売上高等 

収益 ＥＳＣＯサービス料 ９，４８６千円 

費用 設備リース料等 ８，９４６千円 

損益 ５４０千円 
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  ③ 地域還元事業 

行政、市内事業者、市民活動団体など官民により構成する実行委員会が中心となり、市

民・事業者等が広く環境の保全についての関心と理解を深め、環境問題への意識の高揚を

図ることを目的として開催された「ひがしひろしま環境フェア２０２１」について開催趣

旨に賛同し、２０万円の協賛金を拠出いたしました。 

 

（２）当期の売上実績                       

区分 金額 構成比 金額（前期） 
前期比較 

増減率 

売電事業 １２０，９３６千円 ９３％ ３９，０８５千円 ２０９％ 

ＥＳＣＯ事業 ９，４８６千円 ７％ １，１６４千円 ７１５％ 

合計 １３０，４２２千円 １００％ ４０，２４９千円 ２２４％ 

 

（３）各事業年度の財産及び損益の状況 

区分 第２期（令和２年度） 第３期（令和３年度） 

売上高 ４０，２４９千円 １３０，４２２千円 

当期純利益（損失） ４，０４３千円 ７８千円 

一株当たり当期純利益（損失） ２０，２１６円 ３８８円 

総資産 ３０，６３５千円 ７０，０２６千円 

 

  

２．会社の概況 

（１）主な事業内容 

① 市有施設への売電 

市の施設に対し、電力を供給 

② 市内の再生可能エネルギーの買電 

再生可能エネルギー等、市内にある再生可能エネルギーを購入し、市有施設へ供給 

③ ＥＳＣＯ事業等省エネルギー事業 

市の施設に、ＥＳＣＯ事業（顧客の光熱水費等の経費削減を行い、削減実績から対価を

得るビジネス形態）等を活用し、環境に配慮した施設の導入を図るもの（エネルギーの面

的利用（相互融通）事業を含む）。 

④ 地域還元事業 

当事業で得た利益を、地域振興に資する事業に充当 
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（２）リース物件期末残高及び有形固定資産期末残高 

（リース）安芸津学校給食センター空調及びボイラー設備 ３８，１９７，１００円 

（リース）安芸津中学校体育館空調及び太陽光発電設備等 ６７，８６０，０００円 

（備品）パソコン ４９，５００円 

 

（３）株式の状況 

  ① 発行可能株式の総数   １，０００株 

  ② 発行済み株式の総数     ２００株 

  ③ 株主及びその所有株数 

    東広島市                         １１０株（５５％） 

    株式会社エネルギア・ソリューション・アンド・サービス    ２０株（１０％） 

中電技術コンサルタント株式会社               ２０株（１０％） 

広島ガス株式会社                      ２０株（１０％） 

賀茂地方森林組合                      ２０株（１０％） 

株式会社広島銀行                      １０株（５％） 

 

（４）資本金等 

区分 金額 備考 

資本金の額 １，０００万円  

資本準備金の額 １，０００万円  

    

（５）取締役・監査役 

    代表取締役  髙垣 德 （令和２年２月２８日就任 令和３年 5 月２６日退任 

                  令和３年 5 月２7 日就任） 

    取締役    髙垣 德 （令和２年２月２８日就任 令和３年 5 月２６日重任） 

    取締役    小野 靖人 （令和２年２月２８日就任 令和３年 5 月２６日重任 

                  令和３年７月３１日辞任） 

    取締役    藤三 文彦 （令和３年８月１日就任） 

    取締役    周藤 浩司 （令和２年２月２８日就任 令和３年 5 月２６日重任）     

    取締役    小原 健太郎（令和２年２月２８日就任 令和３年 5 月２６日重任）    

    取締役    石井 紘  （令和２年２月２８日就任 令和３年 5 月２６日重任 

                  令和３年６月２９日辞任） 

    取締役    川口 洋海 （令和３年８月１日就任） 

    取締役    波谷 一宏 （令和２年４月１日就任 令和３年 5 月２６日重任 

                  令和４年３月３１日辞任） 

    監査役    藤井 敏和 （令和３年４月１日就任） 

 

３ 決算期後に生じた会社の状況 

  令和４年４月１日   河原陽介取締役就任  
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１．事業計画 

東広島市は、令和４年３月に「第２次東広島市環境基本計画」を策定し、「２０５０年の将

来像」として脱炭素化の実現と省エネルギー・脱炭素社会への転換を明記しました。 

また、令和４年３月７日には、誰一人取り残さない持続可能な社会を目指す「ＳＤＧｓ」の

理念の下、「やさしい未来都市 東広島」の実現に向け、温室効果ガスを実質ゼロにする「ゼ

ロカーボンシティ」を目指すことを表明しました。 

これらの実現に向けては、東広島市内のＣＯ２排出量を令和１２年度（２０３０年度）に平

成２５年度（２０１３年度）比で４６％以上削減するよう、「東広島市地球温暖化対策実行計

画」を見直し、市民、事業者、大学及び試験研究機関等と協働して取組みを進める必要があり

ます。 

この目標達成のために、「東広島スマートエネルギー株式会社」では、電力事業、ＥＳＣＯ

（エネルギー・サービス・カンパニー）事業等を中心に、関係する事業者とともに再生可能エ

ネルギーの利用促進、地域でエネルギーをマネジメントする自立分散型の地産地消電力の推進

に取り組んでまいります。 

  電力事業については、昨年度までの低圧及び高圧電力の供給開始で、対象となる施設の契約

切替が終了しており、引き続き電力供給を継続してまいります。また、指定管理者が管理して

いる施設についても、個別に切替の検討・提案等を行ってまいります。  

ＥＳＣＯ事業については、市との協議が整い、国補助金の採択が決定次第、福富支所庁舎へ

の高効率空調設備、太陽光発電設備等の導入を行います。 

  市内の固定価格買取制度（ＦＩＴ）の買取期限後の家庭用太陽光発電の電力買取につきまし

ては、昨年度１２月から高圧電力の供給を開始したことから、一定程度の買取の見込みが立っ

たことから、できる限り早期に買取開始してまいります。 

  地域還元事業については、当社の設立目的である「東広島市環境先進都市ビジョン」の推進

及びその行動計画に位置付けられた「Ｓ－ＴＯＷＮプロジェクト」の取組みに資する内容を基

本としつつ、市や各種団体等の企画・実施するイベントや啓発活動、地域の課題解決に向けた

活動などを支援することにより、会社の利益を地域に還元していくこととし、特に東広島市環

境先進都市ビジョン第二期行動計画等で位置付けられているＷＥＢ上の（仮称）環境学習セン

ターの設置や市民啓発等の支援を実施してまいります。 
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２．収支予算書（損益計算書）                       単位：千円 

項目 前年度決算額 予算額 備考 

収
益 

営業収益 130,422 291,590  

 低圧電気料金 47,132 47,132  

高圧電気料金 73,804 221,413  

ESCO 事業サービス料 9,486 23,045  

営業外収益 0 0  

 受取利息 0 0  

雑収入 0 0  

収益の計 130,422 291,590  

費
用 

売上原価 118,623 265,222  

 低圧電気購入・託送費 43,430 43,430  

高圧電気購入・託送費 61,021 185,299  

再エネ賦課金 14,172 36,493  

販売管理費及び一般管理費 11,210 25,221  

 事務費 1,368 2,000 旅費、消耗品費、

印刷製本費、通信

運搬費、手数料等 

支払報酬 583 600 税理士業務委託 

委託料(ESCO 事業含む) 2,276 4,625 設備管理費等 

地域還元費 200 3,000 地域還元費 

租税公課費 112 2,700 登記印紙代等 

リース料(ESCO 事業) 6,671 12,296  

営業外費用 0 0  

 支払利息 0 0  

その他 0 0  

法人税等 512 413  

費用の計 130,344 290,856  

純利益 78 734  
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